
款 4 項 1 目 7 事業 4

係名

11 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

② 人

③ 人

④ ％

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.30 0.00 0.50 0.00 0.50 0.00 0.50 0.00 0.50 0.00 0.50 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

60,12971,638102,287

0

0

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

受益者負担分

2,664
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

4,450

624

0

0

124,797

1,826,554

0

0

人
件
費

財
源

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

1,681,018単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

102,287

0
その他の
補助金等

0

00

2,228,518

0

94,137

1,279,250

124,797

0

0

0

0

0.0

0

71,638

0

0

0.0

00 0

94,137

0

受益者負担比率⑬÷⑪ 0.00.0 0.0

0

00

124,667

0

0.0

事業費 91,473

職員数 (常勤｜非常勤)

750

97,827

0

0（内）投資的経費等

（内）委託費

区分

4指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2）

30

56

23年度予算執行率％

99.3

52

24年度
計画

99.9

53.0 55.0

55,679

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係
昨年度

整理番号

事務事業名

保健福祉部障害者生活支援課担当部課名

障害者入所・通所施設の整備 245

250

0

0

0

4,460 4,460

0

638

0

734

4,450

0

124,667

00

2,226,196 1,156,327

60,129

算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

56 5656

22年度

実績実績

算定式・指標
の説明等

23年度

44

52.4 53.4

38

51.0 49.4

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

障害者入所・通所施設を整備する社会福祉法人

確保優先入所枠数累計

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○社会福祉法人が整備する障害者施設に対し、施設整備
費を助成することにより、障害者が利用する入所・通所施設
を確保する。
○平成23年度末現在、都内に4施設（うち2施設が区内）に
入所枠を確保している。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

入所待機者の解消を図るとともに、グループホームなどの居
住の場の確保や就労の促進などと連携して、障害者の地域
自立生活を総合的に支援することにより、障害者の安全・安
心な地域生活を実現する。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部障害者施策課

活動指標名（式）

対象

障害者自立支援法第5条第12項

特記事項

0

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

2272

120,217

心身障害者入所施設から地域生活への移行
者数累計

社会福祉法第6条

100.0

77.6

4

入所床確保施設数累計

都内施設入所者割合

都内施設入所者数÷施設入所者数×100

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

45

地域生活への移行者数

計画

100.056

72

44

58

4

実績

4

0

4,450

0

0

120,34767,178

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

床

床

床

所

）

特
記
事
項

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

マイルドハート高円寺、すだちの里すぎなみ及び啓光学園の施設整備に係る福祉医療機構借入金の
償還金に対し助成しました。
知的障害者を対象とする通所施設「阿佐谷生活園（現：阿佐谷福祉工房）」の改築経費の一部を助成
しました。
マイルドハート高円寺においては、短期入所増設に伴う、建設費の一部を助成しました。

12,625

1 59,623

（1）主な取組み

その他（

規模

評価と課題

事業費（千円）

障害者支援施設（マイルドハート高円寺）整備する法人への助成・区民利用枠確保

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事業開始当初から
現在までの変化

4,000

（2）事業実績

重い障害があっても、障害者が住み慣れた地域で安心して生活が継続できるよう障害者施策の充実
が求められています。こうした中で、国は障害者施設の整備補助に関して、地方自治体への補助を廃
止し、補助対象を社会福祉法人などに限定しました。

4

阿佐谷生活園改築に伴う建設助成等

24,712

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

19,257

245

9

今後の予測

知的障害者入所更生施設（すだちの里すぎなみ）整備する法人への助成・区民利用枠確保　　

障害者通所施設の整備には、用地確保や建設経費などが課題となっているため、区有施設の活用や
他施設との合築など、あらゆる可能性について検討します。また入所施設等からの地域移行の促進が
求められており、グループホーム・ケアホームの整備が必要です。社会福祉法人等と協働して進めま
す。

重い障害があっても、住み慣れた地域で暮らすため、入所施設や通所施設に対し大きな期待が寄せ
られています。特に、マイルドハート高円寺は、入所と通所の他に短期入所を行い障害者の地域生活
を支援する中核的な役割としての期待があります。

40

障害者支援施設（マイルドハート高円寺）の短期入所増設に伴う建設助成
1床

在宅での生活を送っている障害者及び介護者の高齢化が進んでおり、地域生活を継続できる支援が
ますます重要になります。

知的障害者入所更生施設（啓光学園）整備・運営する法人への助成・区民利用枠確保　

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

障害者施設は、整備に多額の整備費を要しますが、区が整備する場合には国や都からの整備補助を得られません。このた
め、社会福祉法人が国や都からの整備補助を活用し、法人自己負担分の一部を区が補助するといった手法により、障害者施
設の整備を推進してきました。区からの助成により整備した施設には、より多くの区民の方が利用できるよう、今後も当該社会
福祉法人と連携を深めていくことが重要です。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 1 目 7 事業 5

係名

17 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 館

②

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.23 0.00 0.23 0.00 0.23 0.00 0.23 0.00 0.13 0.00 0.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

0.0

21,854

0

0

0

0

1,157

0

0

24年度
計画計画

96.425

杉並区立高齢者活動支援センター及びゆうゆう館条
例

計画
（目標値）

算定式・指標
の説明等

96.4

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

81.8

ゆうゆう館数に対する洋室2部屋の一体使用が
可能なゆうゆう館数の割合

84.8

算定式・指標
の説明等

特記事項

0

29,532

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

3232

29,532

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○洋室の一体使用により、地域の介護予防拠点としての活
用を図ります。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部高齢者施策課

活動指標名（式）

対象

老人福祉法第4条

事
務
事
業
の
概
要

投資事業予算事業区分

介護予防拠点の整備方針の対象となったゆうゆう館及び高
齢者活動支援センター

洋室2部屋の一体使用が可能なゆうゆう館数（累計）

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○洋室続きの和室を洋室化する改修を行う。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

63.6 75.8 72.7

21 2824

22年度

実績実績

23年度

0

30,689

00

42,852

2,052

19,802

31,800

31,800

19,802

2,047

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係 施設
整備推進担当

昨年度
整理番号

事務事業名

保健福祉部高齢者施策課担当部課名

ゆうゆう館の改修 246

251

92.9

実績

27

23年度予算執行率％

0

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2）

事業費 18,484

職員数 (常勤｜非常勤)

22,500

22,500

18,484

18,484（内）投資的経費等

（内）委託費

22,500

31,80019,802

0

00

9,308

21,381 0

0.00.0

11,347

17,603 18,858

0.0 0.00.0

22,500

33,847

82,080

22,500

0

22,500

24,552

18,858

0

0

29,532

0

0

0

0

85,500

0

0

0

2,052

都からの
補助金等

17,603

財
源

2,923

0その他の
補助金等

0

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

22,500

受益者負担分

2,042

97,238単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

20,526

73,107

0

0

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

21,381
差引：一般
財源⑪-⑰

（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

02,9962,052

受益者負担比率⑬÷⑪

予算額と執行額の差は、工事
費の落差金によるものです。
ゆうゆう館数に高齢者活動支
援センターも含みます。ゆうゆう
館と高齢者活動支援センター
の合計は33館です。

23年度で当初の整備方針によ
る改修は終了しました。

0

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

所

所

所

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

平成17年9月の「敬老会館のあり方検討会」で提言された中の一つである「健康づくりの場（介護予防拠点）として、ゆうゆう館
の改修整備を行ってきました。整備方針では、洋室続きの和室を洋室化し一体使用ができるようになる館を対象とし、施設の
開設年や改築・改修計画を踏まえ、平成17年度から平成23年度までに順次改修を行ってきました。
平成23年度までに、併設施設の関係で改築工事ができていないゆうゆう下高井戸館を除き、当初の整備方針による改修は終
了しました。

介護予防拠点整備（ゆうゆう荻窪東館改修）

平成23年度のゆうゆう高円寺北館等3館の和室の洋室化の改修工事をもって、併設施設の代替地確
保ができていないゆうゆう下高井戸館を除き、計画は終了しました。

学識経験者、利用団体代表、区民代表、区職員で構成される「新たな時代の敬老会館のあり方検討
会」が開催され、敬老会館の役割・機能について従来の「憩いの場」に加えて、「いきがい学びの場」
「ふれあい交流の場」「健康づくりの場」の4本柱を基本とする提言を受けました（平成17年9月）。

1

団塊の世代が高齢者となり、利用対象者は今後も増加します。それに伴い、元気高齢者層がこれまで
の活動から一歩進んだ形で自らの生きがいを充実させる拠点として活用したり、虚弱な高齢者にも利
用しやすい施設整備が望まれていくと思われます。

介護予防拠点整備（ゆうゆう永福館改修）

14,517

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

6,699

246

1

今後の予測

事業開始当初から
現在までの変化

7,182

（2）事業実績

昭和40年代に建設された施設が多く、建物自体の老朽化が進んでいます。施設の玄関への長いス
ロープや施設内の段差、トイレの男女共用など高齢者向け施設としては現在では考えられないような
設備がそのまま残っています。また、和室2、洋室、茶室、浴室等からなる部屋の構成も現在の高齢者
需要に合っていません。

1

介護予防拠点施設改修工事における実施設計業務委託

その他（

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

介護予防拠点整備方針に基づき、ゆうゆう高円寺北館ほか2館の実施設計委託及び改修工事を実施
しました。

0

1,134

（1）主な取組み

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容 規模

評価と課題

介護予防拠点整備（ゆうゆう高円寺北館改修）

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 1 目 7 事業 6

係名

21 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

①

②

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.30 0.00 0.30 0.00 0.55 0.00 0.70 0.10 0.80 0.00 0.20 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

5,953

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

209,990

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

6,612

財
源

0

0その他の
補助金等

国からの
補助金等

0

2,664

659

（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

0

0

139,296

0 0

0

人
件
費

受益者負担比率⑬÷⑪

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

0受益者負担分

都からの
補助金等

0

00

0.0

251,018

659

139,296

0

0

237,230132,200

0.0

0

251,018 237,230

0

0

0

0 0

0.0

0

0

0.0

職員数 (常勤｜非常勤)

2,676 7,120

155,581

0.0

0

0

6,230

0

0.0

0

1,780

00

4,906

172,266127,294

127,294

指
標 成果指標（1）

活動指標（1）

60.0 60.0

197,927

204,282

30.0

成果指標（2）

活動指標（2）

事業費

22,049

100.0

（内）投資的経費等

（内）委託費

23年度予算執行率％

125,330

244,480

161,786

230,1103,948

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

施設担当
昨年度

整理番号

事務事業名

保健福祉部高齢者施策課担当部課名

高齢者活動支援センターの改修 247

252

区分

3,948

3,948 131,507

136,620 208,210

24年度
計画計画

単位
21年度 22年度

実績実績

事
務
事
業
の
概
要

投資事業予算事業区分

○60歳以上の区民及び高齢者団体

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○平成21年度に耐震診断及び基本設計を行う。
○平成22年度に実施設計及び改修中の代替施設の確保を
行う。
○平成23年3月～24年4月末日にかけて改修工事を行う。
○設計から完成まで、地域住民及び利用者との意見交換に
努める。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○平成23年度から始まる杉並清掃工場の建替工事に備え
仮設熱源を設置するとともに、老朽化した設備の更新、耐震
補強工事、諸室の配置や機能の見直しなどを行うことによ
り、利用者が快適で利用しやすいサービスを受けることがで
きる施設に改修します。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部高齢者施策課

活動指標名（式）

対象

老人福祉法第4条

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

1153

杉並区立高齢者活動支援センター及びゆうゆう館条
例

改修工事進捗率

算定式・指標
の説明等

23年度

算定式・指標
の説明等

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％計画
（目標値）

設計、工事、周辺整備を含む

特記事項161,672

実績

103.3

94.1

132,200

308

209,990

0

90.0 93.0

0

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

所

所

件

件

）

特
記
事
項

改修工事

評価と課題

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

平成22年11月に実施設計を完了し、その後工事業者の入札を行いました。
平成23年3月に議会の議決を経て工事業者を決定し、大規模改修工事に着手しました。
改修連絡会を3回開催するとともに、改修基本設計説明会2回、仮設建物工事説明会1回、改修工事
説明会1回を実施しました。また、改修後の施設に必要な物品を購入しました。

3,171

9 9,263

（1）主な取組み

その他（

規模

工事監理委託費ほか

152,409

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

47,134

18,133

（2）事業実績

高齢者活動支援センター（旧老人福祉センター）は、昭和58年4月1日に地域区民センターとともに開
館しました。竣工からは26年を経過した建物は、配管設備などが老朽化し、耐震基準を下回るなどの
改修が必要な状態になりました。また、開館当時に設置していた宿泊施設が廃止され、高齢者需要が
高い治療器コーナーの設置が必要になるなど、スペースの有効利用を図った施設の改修を行います。

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

平成24年4月27日に改修工事が竣工しました。

消耗品の購入

事業開始当初から
現在までの変化

仮設建物の賃借

改修工事は予定通り進行し、平成24年4月27日に竣工しています。今後は、清掃工場の工事と同時期
に行われる施設周辺の環境整備を行うことが課題です。

浴室にシャワー室や気泡風呂を設置すること、またトイレの洋式化や囲碁・将棋等ができるスペースの
確保が求められています。

8

備品の購入

1

1

247

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 1 目 7 事業 8

係名

17 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

②

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.25 0.00 0.20 0.00 0.20 0.00 0.10 0.00 0.20 0.00 0.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

07,03410,276

受益者負担比率⑬÷⑪

高円寺北一丁目区有地の除草
作業が隣接の公園整備に伴い
不要になりました。

0

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

2,740

17,800

0

0

0

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0

受益者負担分

2,220

88,800単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

財
源

2,740

0その他の
補助金等

362

0

0

0

0

275,080

0

1,784

1,410

391,800

0

0

10,276

0

1,410

0 0

0.0 0.00.0

0

0.0

5205,250

0

2,142

0.0

事業費 520

職員数 (常勤｜非常勤)

541

8,492

520

520（内）投資的経費等

（内）委託費

481

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2）

69.6

実績

50

23年度予算執行率％

50

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係 施設
整備推進担当

昨年度
整理番号

事務事業名

保健福祉部高齢者施策課担当部課名

都市型多機能施設等整備 248

253

1,784

157

520

520

217

890

2,142

35,600 0

25 5025

22年度

実績実績

23年度

0.2 0.2 0.2

事
務
事
業
の
概
要

投資事業予算事業区分

介護を必要とする区内在住の高齢者及びその家族

小規模多機能型居宅介護施設整備定員数（累計）

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○小規模多機能型居宅介護や認知症高齢者グループホー
ムなどの地域密着型サービス等の建設予定地について、事
前の用地整備を行う。
○新たに施設整備が可能な用地を確保する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○介護を必要とする高齢者が在宅や施設において、通所
サービス・宿泊サービス・訪問介護サービスを受けることによ
り、引き続き住み慣れた地域の中で24時間365日、安心して
暮らすことができるようにします。
○介護家族の負担を軽減します。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部高齢者施策課

活動指標名（式）

対象

杉並区小規模多機能型居宅介護整備費補助要綱

特記事項

0

362

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

3232

362

87.5

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

0.4

（代）要介護1～5の認定者数に対する施設定
員数の割合

0.4

算定式・指標
の説明等

24年度
計画計画

100.025

介護保険法第8条第17項

計画
（目標値）

算定式・指標
の説明等

0.3

7,034

0

0

0

0

1,780

0

0

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

所

）

特
記
事
項

規模

評価と課題

堀ノ内二丁目高齢者複合施設用地確定測量

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

堀ノ内二丁目高齢者複合施設用地で隣接地との境界確定測量を行いました。

0

（1）主な取組み

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事業開始当初から
現在までの変化

（2）事業実績

区内における高齢者人口は平成12年は83,620人（高齢化率16.28％）でしたが、平成23年には
104,566人（高齢化率19.42%）と高齢者人口は増加の一途を辿っています。

その他（

362

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号 248

1

今後の予測

区有地や都有地を活用し施設整備が進んできた結果、未利用地が少なくなり、今後、新たな用地の確
保が課題となっています。

区民から在宅介護を支える地域の拠点施設の整備を求める要望があります。

高齢者人口の増加に伴い、要介護高齢者は今後も増加することが想定されますので、在宅生活の継
続を支援するため必要な施設となっていきます。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

施設整備を確実に進めるためには、一定規模の土地の確保が必要です。そのため、未利用の区有地の洗い出しをはじめ、
他の施設用途を含め効果的な施設整備が可能な場合、新規の用地取得など、積極的に用地確保に努めていく必要がありま
す。
また、区へ遺贈された用地を活用した施設整備の実例も複数あるため、区として受け入れ体性を整えることも用地確保の一つ
の方策と考えられます。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 1 目 7 事業 9

係名

21 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

②

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.30 0.00 0.20 0.00 0.44 0.00 0.20 0.00 0.20 0.00 0.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

6,000
差引：一般
財源⑪-⑰

019,34866,499

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

27,000

受益者負担分

2,664
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

2,892

0

受益者負担比率⑬÷⑪

24,100単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

0

その他の
補助金等

成果指標の「要介護1～5の認
定者数」は、計画は各年4月末
現在の数値、実績は各年9月
末現在の数値を使用。

0

0

0

0

421,824

0

0

0

202,486

71,710

779,158

1,500

0

1,500

93,499

財
源

9,000

0

0

0

70,210

0 9,000

0

2,892

0

0.0 0.00.0

27,000

0.0

0

00

65,372

6,000 0

0.0

事業費 228

職員数 (常勤｜非常勤)

782

91,715

61

0（内）投資的経費等

（内）委託費

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2）

99.5

実績

207

23年度予算執行率％

207

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係 施設
整備推進担当

昨年度
整理番号

事務事業名

保健福祉部高齢者施策課担当部課名

高齢者ショートステイの建設助成 249

254

0

0

0

1,784 3,925

0

338

0

0

1,780

0

71,372

00

344,792 0

算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

120 170140

22年度

実績実績

算定式・指標
の説明等

23年度

0.9 0.9 1.0

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

高齢者ショートステイ施設に入所を希望している高齢者及び
その家族

高齢者ショートステイ整備定員数（累計）

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○民間企業、社会福祉法人等が整備する特養併設以外の
高齢者ショートステイ施設に対して整備費の一部を助成す
る。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○介護が必要な高齢者が、住み慣れた地域の中で施設に
短期間入所をして、食事、入浴、排せつ等日常生活上の支
援や機能訓練など必要な介護が受けられるようにします。
○介護家族の負担を軽減します。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部高齢者施策課

活動指標名（式）

対象

杉並区短期入所生活介護等整備費補助金交付要
綱

特記事項

0

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

3232

69,592

介護保険法第8条第9項

119.6

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

1.5

（代）要介護1～5の認定者数に対する施設定
員数の割合

24年度
計画計画

121.8120

1.41.2

28,348

0

0

0

0

1,780

0

0

69,93024,423

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

所

式

）

特
記
事
項

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

上井草二丁目都有地における12床及び西荻北一丁目区有地における30床の高齢者ショートステイの
整備に対し、工事出来高に応じた施設整備費を補助しました。
また、西荻北一丁目区有地は遺贈された土地のため、施設に区と建設・運営法人の連名で銘板を設
置しました。

0

（1）主な取組み

その他（

規模

評価と課題

高齢者ショートステイ施設整備費補助

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事業開始当初から
現在までの変化

（2）事業実績

区内における高齢者人口は、平成20年は99,589人（高齢化率18.63％）から、平成23年には104,566人
（高齢化率19.42％）と高齢者人口は大きく増加しています。
東京都が平成22年度からショートステイ施設整備に対する補助制度を創設しました。（23年度までの2
か年事業）

69,510

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

82

249

2

今後の予測

銘板の購入

特別養護老人ホーム併設型のショートステイに加え、区有地等の活用によりショートステイ施設の整備
を進めることは、区民ニーズに応えた有効な施策です。整備を推進してきた結果、平成23年度に3施設
62床が新たに開設いたしました。
しかしながら、ショートステイ事業は単独では収支面に課題があるため、他施設との併用や施設整備補
助などにより、経営の安定化を図りながら、今後も整備に努めていきます。

既存のショートステイの利用状況が高いことから、区民の利用要望は高いと考えられます。

1

区内における高齢者人口　平成28年　112,544人（高齢化率20.83％）
高齢者人口の増加に伴い、要介護高齢者の増加が想定され家族の介護負担を軽減するショートステ
イ施設への需要は、今後も高まることが予想されます。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

今後も必要数を把握しながら、新設の特別養護老人ホームへの併設を中心にショートステイ施設の整備を進めていきます。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 1 目 7 事業 12

係名

22 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

②

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.00 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

0892892

受益者負担比率⑬÷⑪

0

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

0

27,782

0

0

0

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

10,000

受益者負担分

0

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

財
源

0

0その他の
補助金等

0

0

0

0

0

20,729

0

0

0

892

6,890

46,153

6,000

0

6,000

10,892

4,000

0

0

890

0 4,000

0.0 0.0

10,000

0.0

6,0004,000

0

00

6,890

0 0

0.0

事業費 0

職員数 (常勤｜非常勤)

0

10,000

0

0（内）投資的経費等

（内）委託費

0

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2）

100.0

実績

258

23年度予算執行率％

270

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係 施設
整備推進担当

昨年度
整理番号

事務事業名

保健福祉部高齢者施策課担当部課名

認知症対応型デイサービスセンターの建設助成 250

256

892

0

0

0

0

890

0

6,890

00

26,705 0

248236

22年度

実績実績

23年度

2.2 2.1

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

介護を必要とする区内在住の認知症高齢者及びその家族

認知症対応型デイサービスセンター整備定員数（累計）

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○民間企業、社会福祉法人等が整備数の少ない圏域に整
備する認知症対応型デイサービスセンターの整備費の一部
を補助し、当該施設の整備を図る。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○認知症高齢者が日常生活上の世話や機能訓練を提供す
るサービスを受けることにより、心身機能維持を図り、介護家
族の負担を軽減します。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部高齢者施策課

活動指標名（式）

対象

杉並区認知症対応型通所介護整備費補助要綱

特記事項

0

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

3232

6,000

104.1

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

2.4

（代）認知症高齢者人口に対する施設定員数
の割合

2.3

算定式・指標
の説明等

24年度
計画計画

104.0236

介護保険法第8条第16項

計画
（目標値）

算定式・指標
の説明等

2.0

4,892

0

0

0

0

890

0

0

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

所

）

特
記
事
項

規模

評価と課題

堀ノ内二丁目認知症対応型デイサービスセンター施設整備費補助

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

堀ノ内二丁目複合施設の認知症対応型デイサービスセンターが竣工しましたので、今年度の工事出
来高に応じた施設整備費を補助しました。

0

（1）主な取組み

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事業開始当初から
現在までの変化

（2）事業実績

区内における高齢者人口は、平成22年は103,894人（高齢化率19.29％）から、平成23年には104,566
人（高齢化率19.42％）と高齢者人口はわずか1年で大きく増加しています。

その他（

6,000

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号 250

1

今後の予測

堀ノ内二丁目複合施設に認知症対応型デイサービスを新たに開設できることは、地域ニーズに応えた
有効な施策です。今後は、平成24年度中に区内で計21施設の整備が見込まれるため、地域バランス
を考慮した整備が必要です。

一般の通所介護施設とは別に、認知症高齢者のみを対象とした認知症対応型デイサービスの整備が
求められています。

区内における高齢者人口は、平成27年には117,619人（高齢化率21.34％）と今後も更に高齢者人口
の増加が予測されます。それに伴い、高齢者の状況にあった施設サービスの需要が高まることが予想
されます。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

今後も認知症高齢者人口は増加することが予想されることから、必要数を確保できるよう施設の少ない地域を補助対象圏域と
するなど、地域バランスを考慮し、整備を進めていきます。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 1 目 7 事業 15

係名

21 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 所

②

③ 床

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.20 0.00 0.20 0.00 1.08 0.00 1.10 0.00 0.40 0.00 0.20 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

0

122,19016,916

0

7,504

5,724

5,724

3,560

5,724

計画

100.011

1,3071,307 100.0

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

1,307

（代）特別養護老人ホーム確保ベッド数

特記事項

0

121,989

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

3233

121,989

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○介護が必要な高齢者が、必要に応じて特別養護老人ホー
ムに入所し適切な介護が受けられるようにします。
○要介護者の施設入所により、家族の介護負担が軽減され
るようにします。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部高齢者施策課

活動指標名（式）

対象

介護保険法第86～93条

事
務
事
業
の
概
要

投資事業予算事業区分

特別養護老人ホームに入所を希望している高齢者及びその
家族

区内特別養護老人ホーム施設数（累計）

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○特別養護老人ホームの建設が円滑に進むよう予定地の測
量や既存建物の解体等、事前の用地整備を行う。
○新たに施設整備が可能な用地を確保する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

1,307 1,307 1,307

算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

11 1111

22年度

実績実績

算定式・指標
の説明等

23年度

0

125,549

00

323,636 161,818

23,500

0

1,784 9,634

16,916

5,725

122,190

16,916

9,790

26,550

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係 施設
整備推進担当

昨年度
整理番号

事務事業名

保健福祉部高齢者施策課担当部課名

特別養護老人ホーム施設整備 251

257

実績

11

23年度予算執行率％

11

24年度
計画

老人福祉法第15条

成果指標（2）

99.8

（内）投資的経費等

（内）委託費

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

0 0

0.0

事業費 2,645

職員数 (常勤｜非常勤)

23,500

23,500

2,645

2,645

0.0

0

00

125,549

0.0

0

財
源

0.0 0.00.0

0

0

0

131,980

0 0

0

4,421

0

131,980

162,182

0

0

0

25,284

0

0

0

24年度予算の大幅減額は用地
取得の計画がないことによりま
す。

1,780

5,525

0

0

890,000

人
件
費

0

0

0

受益者負担比率⑬÷⑪

161,455単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

その他の
補助金等

875,818

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0

受益者負担分

1,776
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

26,550

4,421

0

25,284

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

7,504

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

特別養護老人ホームの整備が可能な区有地を検討するとともに、民有地や公有地についても、情報収集を強化していきま
す。

和泉四丁目特別養護老人ホーム建設予定地埋蔵文化財試掘調査

平成25、26年度の開設に向けて、新たに区内４か所で整備計画が具体化しました。しかし、一層、整備
を進めるためには、1施設あたり2,500㎡程度以上のまとまった用地が必要であり、引き続き用地を確保
することが最大の課題です。

区民から、引き続き、特別養護老人ホームの整備を求める強い要望があります。

高齢者人口の増加に伴い、特別養護老人ホームへの入所希望者が今後も増え続けることが予測され
ます。
（平成23年度高齢者人口　104,566人　平成２７年度高齢者人口　117,619人）

和泉四丁目特別養護老人ホーム建設予定地測量及び登記委託

116,464

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

4,459

251

今後の予測

事業開始当初から
現在までの変化

110

（2）事業実績

平成24年3月末現在　特別養護老人ホーム入所希望者1,936人

高円寺北一丁目特別養護老人ホーム増床予定地樹木整備

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

和泉四丁目用地取得（自転車集積所隣地）

規模

和泉四丁目自転車集積所跡地に施設を建設するため隣接地を取得し測量等を行いました。また、当
該地の埋蔵文化財の試掘調査を行いました。
高円寺北一丁目区有地で隣接施設の増床計画を進めるため、既存樹木の移植準備のため根回し作
業を行いました。

0

956

（1）主な取組み

その他（

評価と課題

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 1 目 7 事業 23

係名

22 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 所

② 所

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.00 0.00 0.80 0.00 0.80 0.00 0.80 0.00 0.80 0.00 0.50 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

490
差引：一般
財源⑪-⑰

9,5208,2569,816

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

2,600

受益者負担分

0
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

0

0

受益者負担比率⑬÷⑪

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

0

財
源

0

0その他の
補助金等

27,746

0

0.0

4,450

65

0

0

0

9,262,000

0

2,600 1,300

0

1,300

12,416

1,006

0

1,006

0

0

29,046,000

0.00.0

21,9262,126

0.0

1,950

00

28,555

490 1,950

0.0

事業費 0

職員数 (常勤｜非常勤)

66

5,280

0

0（内）投資的経費等

（内）委託費

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位

活動指標（1）

成果指標（2）

100.0

1

1

23年度予算執行率％

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係
昨年度

整理番号

事務事業名

保健福祉部障害者生活支援課担当部課名

障害者グループホームの建設助成 252

258

0

0

算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

7,120

22年度

実績

29,045,000 11,470,000

11,470

1

0

66

0

65

1

0

7,136 7,136

12,416,000

0

0

9,262

0

29,046

0

実績

算定式・指標
の説明等

23年度21年度

実績

根拠
法令
等

グループホームの防火設備整備率

1

100.0 95.0

14

100.0

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

障害者グループホームを建設・整備する法人

重度障害者グループホーム建設助成数

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○社会福祉法人が建設する重度知的障害者グループホー
ムに対し、建設費の一部を助成する。
○障害者グループホームを運営する法人に、防火設備の整
備に要する経費の一部を助成する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

区内グループホームのうち、整備済みのグルー
プホームの割合

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○重度障害者グループホーム建設に対し助成を行うことによ
り、利用待機者の解消を図るとともに、障害者の安全・安心
な地域生活を実現する。
○障害者グループホーム防火設備の整備に対し助成を行う
ことにより、利用する障害者の安全を確保する。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部障害者施策課

活動指標名（式）

対象

杉並区障害者グループホーム等防火設備整備費補
助金交付要綱

社会福祉法第6条

特記事項

0

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

2272

21,925

2 50.0

97.0

3

障害者グループホーム防火設備整備助成数

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

97.0

24年度
計画計画

100.01

100.0

7,020

0

7,120

0

0

0

29,045

0

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

所

所

）

特
記
事
項

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

特定非営利活動法人わらくが運営するグループホーム「私の家せつ高井戸」に防火設備整備費を助
成しました。
重度知的障害者グループホーム建設整備費については、平成23年度着工分（87％）を助成しました。

0

（1）主な取組み

その他（

規模

評価と課題

障害者グループホーム防火設備整備助成

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

今後の予測

障害者が地域で安全で安心して生活できるグループホームは今後も整備していく必要があります。特
に、重度の障害者や高齢の障害者に対応できる設備を備えたグループホーム建設を進めていく必要
性があります。

用地管理

事業開始当初から
現在までの変化

65

（2）事業実績

障害者が住み慣れた地域で安心して生活が継続できる障害者施策の充実が求められています。障害
者グループホームの建設や利用者の安全・安心に関する整備は特に求められる事業です。

980

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

20,880

252

1

重度知的障害者グループホーム建設整備費助成

区有地を活用した重度知的障害者グループホームの建設については、平成24年6月開所に向け工事
に着手しております。このグループホームの開設により、グループホームの利用が困難であった重度知
的障害者の利用を促進し、住み慣れた地域での継続した生活が可能となります。また、防火設備を整
備することにより防火対策が進み、万一の火災等の際に、ホームに暮らす障害者の安全がより確保で
きることになります。

重度の障害者については、既存グループホームの設備では利用しにくいとの声があり、重度の障害者
に対応できる設備を整えたグループホーム建設への期待があります。

1

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

障害者が住み慣れた地域で安全・安心に生活するために、グループホーム・ケアホームの整備は欠かせません。また、介護
者や本人の高齢化が進んでおり、今後さらに整備の必要性が高くなると見込まれます。グループホームの整備手法は、民間
賃貸住宅や個人住宅を改築による場合がほとんどですが、行動障害や身体障害がある方に対応したグループホームでは、
新築若しくは大規模改修工事が必要となります。
今後のグループホームの建設にあたっては、同様に不足している短期入所を併設するなど、複合的な施設として効果的に建
設することも重要です。
消防法令上必要とされる防火設備の設置については、引き続き、利用者の安全・安心を守るためにも未設置の法人に設置の
勧奨を行うとともに、避難訓練の実施等必要な助言・指導を継続して行っていきます。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 1 目 7 事業 86

係名

22 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

②

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.00 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.10 0.00 0.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

0.4

23,898

0

0

0

0

890

0

0

24年度
計画計画

100.025

介護保険法第8条第17項

計画
（目標値）

算定式・指標
の説明等

100.9

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

0.5

（代）要介護2～5の認定者数に対する施設定
員数の割合

0.5

算定式・指標
の説明等

特記事項

0

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

3232

18,938

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○介護を必要とする高齢者が在宅や施設において、通所
サービス・宿泊サービス・訪問介護サービスを受けることによ
り、引き続き住み慣れた地域の中で24時間365日、安心して
暮らすことができます。
○介護家族の負担を軽減します。

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部高齢者施策課

活動指標名（式）

対象

杉並区小規模多機能型居宅介護整備費補助要綱

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

介護を必要とする区内在住の高齢者及びその家族

小規模多機能型居宅介護施設整備定員数（累計）

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○民間企業、社会福祉法人等が整備する小規模多機能居
宅介護施設の整備費の一部を補助し、当該施設の整備を
図る。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

0.2 0.2

5025

22年度

実績実績

23年度

0

19,828

00

396,560 0

892

0

0

0

0

890

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係 施設
整備推進担当

昨年度
整理番号

事務事業名

保健福祉部高齢者施策課担当部課名

小規模多機能型居宅介護施設の建設助成 253

260

100.0

実績

50

23年度予算執行率％

50

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2）

事業費 0

職員数 (常勤｜非常勤)

0

37,125

0

0（内）投資的経費等

（内）委託費

0

18,93823,006

0

00

2,559

17,269 0

0.00.0

2,559

0 20,503

0.0 0.0

30,375

19,828

1,520,680

17,269

0

17,269

38,017

20,503

0

0

0

0

0

0

0

955,920

0

0

0

892

都からの
補助金等

0

財
源

0

0その他の
補助金等

0

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

30,375

受益者負担分

0

単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

0

396,560

0

0

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

17,269
差引：一般
財源⑪-⑰

（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

03,3957,642

受益者負担比率⑬÷⑪

成果指数の「要介護2～5の認
定者数」は、計画は4月末現在
の数値、実績は9月末現在の
数値を使用。

0

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

所

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

東京都の補助制度等を効果的に活用することや、グループホームなどの他施設との併設を促すなど、事業者が安定した経営
ができるよう方策を検討します。
また、事業者及び土地所有者に対して、施設の理念や補助制度が的確に届くよう、一層、周知を図るとともに、整備が確実に
見込める公有地確保のため情報収集に努めていきます。

高齢者本人の介護度や心身の状態と家族の状況に応じて「通い」「訪問」「泊まり」を組み合わせて、そ
のときどきに必要なサービスが提供できる小規模多機能型居宅介護の整備は、本人や家族にとって、
自宅で暮らし続けられるよう支援する有効なサービスです。
安定的な事業収支等に課題があるため、民間事業者の参入が困難な状況にありますが、新規の整備
を進めていくことが課題です。

在宅介護を支える地域に身近な多機能施設が求められています。

区内における高齢者人口は、平成28年には112,544人（高齢化率20.83％）と今後も更に高齢者人口
の増加が予測されます。それに伴い高齢者の状況にあった施設サービスの需要が高まることが予想さ
れます。

18,938

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号 253

1

今後の予測

事業開始当初から
現在までの変化

（2）事業実績

区内における高齢者人口は、平成22年は103,894人（高齢化率19.29％）から、平成24年には105,845
人（高齢化率19.66％）と高齢者人口は大きく増加しています。

その他（

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

上井草二丁目小規模多機能型居宅介護施設に対して、工事出来高に応じて整備費の補助を行いま
した。

0

（1）主な取組み

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容 規模

評価と課題

小規模多機能型居宅介護施設整備費補助

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 4 項 2 目 1 事業 1

係名

30 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

② 団体

③ ％

④ ％

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 3.30 0.00 3.00 0.00 3.71 0.00 3.00 0.00 3.78 0.00 3.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

66

45,961

0

39,415

12,715

0

33,642

9,726

11,505

66 52

計画
（目標値）

24年度
計画計画

99.962,851 63,91062,702

52

子ども・子育てメッセ参加団体数

自己肯定感をもつ子どもの割合

杉並区区民意向調査「区政に関する意識と実
態」

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

76.3

子育てを楽しいと感じる人の割合

90.0

算定式・指標
の説明等

74.2

90.0

特記事項

0

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

1362

10,941

杉並区区民意向調査「区政に関する意識と実
態」

（平成23年度担当部課名） 保健福祉部子育て支援課

活動指標名（式）

対象

次世代育成支援対策推進法

地方青少年問題協議会法、杉並区青少年問題協議
会条例

事
務
事
業
の
概
要

既定事業

○子どもが自らの可能性を広げ、存分にその力を発揮でき、
子育て家庭が子育ての楽しさや幸せを実感でき、子ども・子
育て家庭を温かく見守り、力強く応援する新しい地域社会を
つくります。○杉並区子ども・子育て将来構想に掲げる将来
像である「すべての子どもと大人でつくる新しい杉並」の実現
に向けて、事業を実施しています。

94.0

76.3

94.0

78.0 90.0

算定式・指標
の説明等

92.1

61,947 63,329

予算事業区分

区内外青少年育成関係の官公庁・区内団体の代表及び個
人　子ども、子育てを支援する地域の団体等

18歳未満の児童数

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○「子ども・子育てメッセ」を開催する。
○子育て支援優良事業者を表彰する。
○子育てサイトを運営する。
○青少年問題協議会を開催する。
○子ども・子育て行動計画を推進する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

22年度

実績実績

23年度

0

44,583

00

705 617

26,760 33,093

0

8,056

0

9,624

26,700

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係
昨年度

整理番号

事務事業名

保健福祉部子育て支援課担当部課名

子ども子育てまちづくりの推進 254

261

95.1

87.1 94.0

実績

49

63,252

23年度予算執行率％

92.7

84.8

区分

55指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2） 83.3

事業費 12,238

職員数 (常勤｜非常勤)

9,727

13,923

8,970

0（内）投資的経費等

（内）委託費

0

12,868

0.0

0

00

40,473

3,495 0

0.0

0

0.00.0 0.00.0

700

615

0

0

0

700 616

0

0

0

733

38,205

647

700

603

615

40,683

受益者負担比率⑬÷⑪

671単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

700

財
源

40,839

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0

受益者負担分

29,301

0

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

41,539

616

0

0

0

0その他の
補助金等

0

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

4,110
差引：一般
財源⑪-⑰

39,41545,34539,983 37,590

26,700

7,932

615

（内）非常勤
職員分

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

昭和



単位

回

所

回

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

子育てサイトは、区ホームページ全体の見直しの動向も踏まえたうえで、子育て情報の見やすい表示方法や更新頻度の改善
など、効率的な運営を進めていきます。第7回子育てメッセは、前回、震災の影響により中止したにもかかわらず、前々回を上
回る来場者数があり、アンケート調査においてもメッセへの好意的な評価が多かったことから、引き続き子育て支援団体の活
動のＰＲと団体相互の連携のため開催していきます。優良事業者表彰は、区内中小事業者を対象とすることを目的に表彰基
準の見直しを行いましたが、引き続き対象事業者の拡大などの検討を進めていきます。子ども・子育て行動計画は、今年度予
定されている保健福祉計画の策定や国が予定している子ども子育て支援システムの動向を踏まえ見直しを検討していきま
す。

子育て支援に関する企業、事業所への普及啓発

子育てメッセへの来場者数や子育てサイトへの訪問者数は年々増加しており、地域にこれらの事業が
浸透してきたといえます。子育てメッセでのアンケート調査や子育てサイトに寄せられる意見では、子育
て支援サービスに関する情報を求める声が高く、今後も様々な手段で、積極的に子育て支援情報の
提供を行っていく必要があります。また、区の総合計画・実行計画が策定されたことに伴い、子ども・子
育て行動計画（後期）の見直しについても取り組みます。

親子で楽しむことができる子育てメッセのような催しを引き続き実施してほしい、地域の子育て団体の情
報をもっと知りたいといった要望があります。

5

子育てメッセへの来場者数の増加や子育てサイトのアクセス数などから、子育てや子育て支援を地域
ぐるみで行うことへの関心が高まっています。こうした関心の高まりをうけて、地域の子育て支援団体の
活動のＰＲや活動への参加機会の提供を積極的に行っていくことが重要です。

子育てサイトの運営

昭和30年から杉並区の付属機関として青少年問題協議会を設置しています。
子ども・子育て行動計画（後期）を策定し、計画事業を進めています。

青少年問題協議会の開催

950

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

909

254

1

今後の予測

その他（

2月19日に第７回すぎなみ子ども・子育てメッセをセシオン杉並で開催し、約2,900人の来場者がありま
した。子育て支援を積極的に行っている区内の5事業者に優良事業者表彰を行いました。子育てサイト
のすぎラボのページの更新がスムーズに行えるよう、システムを見直しました。子ども・子育て行動計画
を着実に推進し、年度ごとの評価も行いました。

1,102

2 276

（1）主な取組み

子ども・子育てメッセの開催

事業開始当初から
現在までの変化

7,704

（2）事業実績

子ども子育て行動計画

評価と課題

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容 規模

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更
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